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牧
之
原
畑
地
総
合
整
備
土
地
改
良
区
で

は
、
牧
之
原
台
地
の
上
を
流
れ
る
牧
之
原

農
業
用
水
を
、
災
害
時
の
非
常
用
水
と
し

て
も
使
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
「
協
定

書
」
締
結
を
関
係
市
と
の
間
で
順
次
進
め

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
水
利
の
乏
し
い
台
地
の
宿
命

を
農
業
面
だ
け
で
な
く
、
地
震
や
火
災
、

ま
た
非
常
時
の
生
活
用
水
な
ど
、
住
民
生

活
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
も
使
用
で
き

る
も
の
と
し
、
同
時
に
日
頃
の
農
業
水
利

施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
も
、
地
域
住

民
や
関
係
市
の
消
防
関
係
部
署
の
参
画
を

得
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
牧
之
原
農
業
用
水
は

ま
さ
に
『
地
域
を
守
る
水
』
と
し
て
の
大

き
な
使
命
を
担
う
も
の
と
な
り
ま
す
。

災
害
時
の
非
常
用
水
に
も

関
係
市
と
協
定
書
を
締
結

水
利
施
設
の
維
持
管
理
に

地
域
の
住
民
も
参
画
す
る

『 地 域 を 守 る 水 』 と し て
～災害時には牧之原用水を…～
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組
合
員
の
皆
様
、
関
係
の
皆
様
に
は

日
頃
、
茶
業
を
主
体
と
す
る
牧
之
原
地

域
の
農
業
振
興
に
格
別
な
ご
尽
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

気
象
と
水
使
用
状
況

平
成
十
九
年
度
を
返
り
み
ま
す
と
、

報
道
で
は
、
ま
さ
に
「
異
常
気
象
」
が

地
球
規
模
で
展
開
し
た
年
で
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
こ
牧
之
原
地
域
の
九
月
の
残

暑
は
観
測
史
上
最
高
を
記
録
し
、
当
牧

之
原
農
業
用
水
の
昨
年
夏
場
三
ヶ
月
間

の
茶
園
等
へ
の
散
水
量
は
、
前
年
同
期

に
対
し
二
倍
近
い
量
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
散
水
量
の
多
さ
は
、
茶
樹
へ
の

暑
さ
対
策
と
、
組
合
員
の
方
々
の
水
の

有
効
な
利
活
用
に
よ
る
良
質
茶
生
産
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
の
結
果
に
よ
る

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
昨
年
十
一
月
以
降
の
大
井

川
水
系
は
少
雨
で
、
ダ
ム
貯
水
量
が
減

少
し
続
け
た
た
め
、
三
月
上
旬
か
ら
関

係
利
水
者
間
で
節
水
対
策
に
入
り
ま
し

た
が
、
こ
の
間
、
断
続
的
に
少
雨
が
あ

り
、
実
質
的
な
支
障
は
な
か
っ
た
と
安

堵
い
た
し
ま
し
た
。

牧
之
原
地
域
へ
の
想
い

さ
て
、
ご
案
内
の
と
お
り
こ
の
牧
之

原
地
域
は
、
来
年
三
月
の
静
岡
空
港
開

港
を
目
前
に
控
え
て
お
り
ま
す
。

整
備
さ
れ
た
畑
か
ん
施
設
の
散
水
に

よ
り
樹
勢
を
増
し
た
、
空
か
ら
観
る
牧

之
原
の
一
面
の
萌
葱
色
の
茶
園
は
、
国

内
外
を
問
わ
ず
こ
の
地
を
訪
れ
た
人
達

に
、
爽
快
感
と
安
ら
ぎ
を
与
え
る
と
共

に
、
牧
之
原
の
お
茶
を
全
国
・
全
世
界

に
発
信
で
き
る
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
も
の

と
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
牧
之
原
農
業
用
水
は
、
地
域

の
防
火
・
防
災
用
水
と
し
て
の
、
い
わ

ゆ
る
「
地
域
を
守
る
水
」
と
し
て
、
ま

さ
に
地
域
の
安
心
と
安
全
を
創
出
す
る

役
割
も
担
っ
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
、
牧
之
原
農
業
用
水
施
設
は

組
合
員
の
水
利
用
が
最
優
先
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
余
裕
断
面
は
、
国
の
構

造
改
革
の
一
環
の
地
域
共
生
事
業
と
い

う
国
策
の
も
と
地
域
の
産
業
振
興
と
発

展
の
た
め
、
二
十
年
度
か
ら
工
業
用
水

の
送
水
の
役
割
も
担
い
ま
す
。

本
事
業
発
足
当
時
の
県
行
政
ト
ッ
プ

の
、
当
地
域
へ
の
水
も
長
島
ダ
ム
も
御

前
崎
港
も
整
備
不
要
発
言
を
思
い
起
こ

し
、
改
め
て
地
域
の
現
在
と
将
来
に
つ

い
て
想
い
を
巡
ら
せ
て
お
り
ま
す
。

県
営
事
業
の
計
画
変
更
と

厳
し
い
現
下
の
茶
業

こ
う
し
た
中
、
三
十
四
年
続
い
た
県

営
畑
総
事
業
一
期
九
地
区
の
計
画
変
更

は
、
平
成
十
九
年
度
完
結
し
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
関
係
の
皆

様
方
の
ご
尽
力
、
ご
協
力
に
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

現
下
の
茶
業
情
勢
は
、
生
産
者
に
は

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
牧

之
原
は
今
こ
そ
三
十
有
余
年
投
資
し
て

き
た
基
盤
整
備
資
本
を
有
効
に
活
用

し
、
こ
の
難
局
に
気
概
を
も
っ
て
立
ち

向
か
わ
ね
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
県
牧
の
原
事
務
所
は
来
年
三

月
末
閉
所
さ
れ
、
今
後
の
事
業
執
行
は

農
林
事
務
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

残
事
業
の
完
了
ま
で
、
関
係
の
皆
様

方
の
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ 

牧
之
原
畑
地
総
合
整
備

土
地
改
良
区

理
事
長

和
田
秀
雄

牧
之
原
地
域
の

農
業
振
興
と
発
展
へ
の
想
い

静
岡
県
牧
の
原

農
業
用
水
建
設
事
務
所

所
長金

原
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純
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組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
市

の
皆
様
に
は
、
牧
之
原
畑
総
事
業
の
推

進
に
あ
た
り
日
頃
か
ら
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

畑
総
事
業
も
、
昭
和
四
十
八
年
着
手

以
来
三
十
五
年
を
経
過
し
、
こ
の
間
、

茶
園
五
千
三
十
六
㌶
へ
の
畑
地
か
ん
が

い
の
第
一
ス
テ
ー
ジ
整
備
を
は
じ
め
農

道
、
区
画
整
理
な
ど
の
生
産
基
盤
を
整

備
し
、
生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
に

よ
り
担
い
手
の
育
成
・
支
援
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
ま
で
に
残
事
業
を
見

直
し
、
畑
か
ん
第
二
・
第
三
ス
テ
ー
ジ

の
整
備
と
区
画
整
理
要
望
を
踏
ま
え
た

新
た
な
地
区
設
定
も
実
施
し
、
茶
生
産

に
お
け
る
一
層
の
省
力
化
や
高
品
質
化

が
図
れ
る
よ
う
、
計
画
的
に
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
三
月
の
総
代
会
で
説
明
し
ま

し
た
よ
う
に
、
所
期
の
目
的
が
達
成
さ

れ
ま
し
た
の
で
本
年
度
末
に
現
事
務
所

を
閉
鎖
し
、
来
年
度
以
降
は
、
志
太
榛

原
農
林
事
務
所
で
事
務
執
行
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
職
員
一
同
、
組
合
員
の
皆

様
と
密
接
な
連
携
に
努
め
、
残
事
業
の

早
期
完
成
を
目
指
し
、
事
業
推
進
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ 



（3） 牧之原だより 第34号

全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決

平
成
十
九
年
度
通
常
総
代
会
が
、
三

月
十
九
日
、
島
田
市
金
谷
夢
づ
く
り
会

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
午
前
九
時
三
十
分
に
伊
藤

幸
雄
副
理
事
長
の
開
会
の
辞
に
始
ま

り
、
和
田
秀
雄
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、

理
事
長
表
彰
を
は
さ
み
、
当
日
ご
臨
席

を
頂
い
た
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
は
、
議
長
に
御
前
崎
市
の
戸
塚

敦
彦
総
代
が
選
出
さ
れ
、
承
認
議
案
の

「
十
八
年
度
事
業
報
告
」
ほ
か
十
六
件
、

議
決
議
案
の
「
二
十
年
度
一
般
会
計
予

算
」
ほ
か
九
件
が
上
程
さ
れ
、
全
議
案
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
報
告
事
項
と
し
て
、
事
務
局
か

ら
、
県
営
牧
之
原
相
良
・
菊
川
地
区
の

計
画
変
更
に
つ
い
て
と
、
東
遠
工
業
用

水
の
送
水
に
つ
い
て
の
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
、
紅
林
啓
美
副
理
事
長
の
閉

会
の
辞
に
よ
り
、
総
代
会
は
滞
り
な
く

終
了
し
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
度 

　
通
常
総
代
会
報
告 

理

事

長

表

彰

平成18年度　一 般 会 計 決 算 平成20年度　一 般 会 計 予 算  

平成18年度　管理費特別会計決算 平成20年度　管理費特別会計予算 

2,573,383 
千円 

収入総額 2,573,383千円 
支出総額 2,565,329千円 
差引残額 8,054千円 
 （次年度へ繰越） 

収入総額 102,141千円 
支出総額 99,635千円 
差引残額 2,506千円 
 （次年度へ繰越） 

繰越金 
11,796千円 
（0.46%） 

借入金 
638,075 
　　　　千円 
　（24.80%） 

繰入金 
8,107千円 
（0.31%） 

受託料・補助金 
13,080千円 
（0.51%） 

組合費 
1,780,533千円 
（69.19%） 

負担金 
10,771千円 
（0.42%） 

諸収入・その他 
1,398千円 
（0.05%） 

経常賦課金・助成金 
109,623千円 
（4.26%） 

収　入 
2,565,329 

千円 

支　出 

事業費 
28,204千円 
（1.10%） 

分担金 
及び負担金 
639,499千円 
　　（24.93%） 

繰出金 
47,543千円 
（1.85%） 

徴収費・ 
　　その他 
4,121千円 
（0.16%） 

借入金償還 
1,775,360千円 
（69.21%） 

事務費・事務所費・選挙費 
70,602千円 
（2.75%） 

102,141 
千円 

収　入 
99,635 

千円 

支　出 

負担金 
5,862千円 
（5.74%） 

諸収入・その他 
721千円 
（0.71%） 

受託料 
43,877千円 
　（42.96%） 

補助金 
2,461千円 
（2.41%） 

繰越金 
6,418千円 
（6.28%） 

繰入金 
42,802千円 
（41.90%） 

調査費 
500千円 
（0.50%） 

施設管理費 
56,942千円 
（57.15%） 

電気料金 
19,589 
　　千円 
（19.66%） 

整備補修費 
18,383千円 
（18.45%） 

負担金 
7,184千円 
（5.38%） 

電気料金 
28,250千円 
（21.16%） 

財産管理費・その他 
6,788千円 
（5.08%） 

財産管理費 
100千円 
（0.10%） 

負担金 
4,121千円 
（4.14%） 

2,070,788 
千円 

収　入 
2,070,788 

千円 

支　出 

繰入金・その他 
13,648千円 
（0.66%） 

組合費 
1,594,630千円 
（77.01%） 

受託料 
11,053千円 
（0.53%） 

借入金 
340,000千円 
（16.42%） 

経常賦課金・助成金 
111,457千円 
（5.38%） 繰出金・その他 

56,200千円 
（2.71%） 

借入金償還 
1,582,329千円 
（76.41%） 

事業費 
20,537千円 
（0.99%） 

分担金及び 
負担金 
341,434千円 
（16.49%） 

事務費・事務所費・選挙費 
70,288千円 
（3.40%） 

133,505 
千円 

収　入 

受託料 
59,580千円 
（44.63%） 

補助金・交付金 
11,164千円 
（8.36%） 

繰越金・その他 
3,104千円 
（2.33%） 

繰入金 
52,473 
　　千円 
（39.30%） 

133,505 
千円 

支　出 

施設管理費 
53,756千円 
　（40.27%） 

整備補修費 
40,621千円 
（30.43%） 

負担金 
4,090千円 
（3.06%） 

総
代
会
に
お
い
て
、
十
年
以
上
在
職

し
業
務
運
営
に
貢
献
さ
れ
た
役
員
・
総

代
、
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
健
全
な

運
営
を
続
け
て
い
る
組
合
、
ま
た
特
別

表
彰
者
に
対
し
て
、
そ
の
功
績
を
称
え

る
理
事
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
改
良
区
表
彰
規
程
に

基
づ
き
、
表
彰
審
議
会
に
お
い
て
対
象

と
な
る
個
人
、
及
び
組
合
を
理
事
長
が

総
代
会
に
お
い
て
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

○
役
員
・
総
代
表
彰
﹇
十
八
名
﹈

【
役
員
】
紅
林
啓
美（
島
田
市
）･
落
合
敏

夫（
菊
川
市
）･
杉
田
隆（
牧
之
原
市
）・

松
永
正
治（
掛
川
市
）
・
小
塚
正
行（
牧

之
原
市
）・
紅
林
貢（
島
田
市
）・
山
本
貞

司（
牧
之
原
市
）･
水
野
一
雄（
島
田
市
）

【
総
代
】
岡
村
彰（
島
田
市
）･
北
川
多
喜

男（
島
田
市
）･
松
本
英
壽（
島
田
市
）･

西
山
秋
夫（
島
田
市
）･
永
田
弘（
牧
之
原

市
）･
横
山
守（
牧
之
原
市
）･
故
鈴
木

香
月
男（
牧
之
原
市
）
･
赤
堀
勲（
菊
川

市
）･
河
原
闢
又
次
郎（
御
前
崎
市
）･

植
田
政
行（
御
前
崎
市
）

○
組
合
表
彰
﹇
二
組
合
﹈

御
林
畑
地
用
水
組
合
（
掛
川
地
区
）

中
平
畑
地
用
水
組
合
（
掛
川
地
区
）

○
特
別
表
彰
﹇
一
名
﹈

大
石
　
清

（
島
田
地
区
初
倉
畑
地
用
水
組
合
）

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

表
彰
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）



牧之原だより 第34号 （4）

本
年
度
当
初
予
算
は
、
完
了
地
区
が

三
地
区
あ
っ
た
こ
と
、
事
業
量
の
減
に

よ
り
、
昨
年
度
よ
り
減
っ
た
も
の
の
、

地
元
要
求
の
十
三
億
二
千
万
円
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
八
地
区
の
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
、
四
十
九
年
か
ら
実

施
し
て
き
ま
し
た
九
地
区
の
う
ち
十
八

年
度
に
御
前
崎
、
小
笠
、
浜
岡
、
十
九

年
度
に
掛
川
、
相
良
、
榛
原
が
完
了
し
、

本
年
度
、
金
谷
、
島
田
の
完
了

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
残
り
の

菊
川
に
つ
い
て
は
、
二
十
二
年

度
完
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
新
規
地
区
と
し
て
、

牧
之
原
市
の
仁
田
、
勝
間
田
、

鬼
女
新
田
、
片
浜
が
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

ま
た
、
二
十
一
年
度
着
工
要

望
の
牧
之
原
市
坂
部
、
切
山
、

二
十
二
年
度
要
望
の
牧
之
原
市

の
榛
原
南
に
つ
い
て
地
元
調

整
、
計
画
概
要
書
の
作
成
等
申

請
に
む
け
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
組
合

員
の
皆
様
方
、
改
良
区
、
市
と
の
意
見

を
調
整
し
、
限
ら
れ
た
予
算
を
効
率
的
、

重
点
的
に
執
行
し
、
効
果
の
早
期
発
現
、

事
業
の
早
期
完
了
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

現
在
、
島
田
市
湯
日
の
本
村
原
で
は

約
八
㌶
の
機
械
化
、
規
模
拡
大
が
可
能

な
茶
園
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
事
業
実
施
に
よ
り
、
初

期
の
目
的
で
あ
る
「
台
地
へ
の
水
利
の

導
入
」
や
「
農
道
網
の
整
備
」
な
ど
一

定
の
整
備
水
準
は
上
が
っ
た
も
の
の
、

競
争
力
の
あ
る
茶
園
経
営
の
確
立
を
図

る
た
め
、
乗
用
型
茶
園
管
理
機
の
導
入

に
よ
る
省
力
化
や
、
適
切
な
用
水
供
給

に
よ
る
品
質
の
向
上
、
防
除
等
栽
培
管

理
の
合
理
化
を
図
る
た
め
給
水
栓
、
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ま
で
の
未
整
備
地
域
の

基
盤
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
一
の
茶
生
産
地
を
維
持
し
、
よ

り
一
層
の
「
生
産
性
の
向
上
」
を
目
指

し
ま
す
。
本
県
の
強
み
に
更
に
磨
き
を

か
け
、
弱
み
の
底
上
げ
を
図
る
施
策
に

取
組
み
静
岡
県
が
大
き
く
飛
躍
す
る
た

め
の
「
基
礎
・
基
盤
」
を
整
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
よ
り
、
県
単
独
事
業

で
、
①
ほ
場
乗
り
入
れ
工
の
設
置
、
②

耕
作
道
枕
地
の
設
置
、
③
う
ね
方
向
の

変
更
、
④
暗
渠
排
水
の
設
置
な
ど
茶
園

の
基
盤
整
備
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

関
係
市
、
改
良
区
を
は
じ
め
、
組
合

員
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
、
ご
協
力

を
得
な
が
ら
農
林
事
務
所
と
連
携
し

て
、
県
単
、
県
営
等
事
業
の
検
討
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

県
　
営
　
畑
　
総
　
事
　
業 

　
　
〜
平
成
二
十
年
度
予
算
と
事
業
推
進
計
画
に
つ
い
て
〜 

本
年
度
当
初
予
算
は

十
三
億
二
千
万
円

総　額 

13億 2千万円 
（当初＋国債＋局繰越） 

片浜地区 
120,000千円 
9.1％ 

島田地区 
55,000千円 
4.2％ 

金谷地区 
15,000千円 
1.1％ 

菊川地区 
550,000千円 
41.7％ 

朝比奈地区 
200,000千円 
15.2％ 

仁田地区 
110,000千円 
8.3％ 

勝間田地区 
130,000千円 
9.8％ 

鬼女新田地区 
140,000千円 
10.6％ 

平成20年度県営事業地区別執行予算額

事
業
推
進
計
画

区
画
整
理
〔
本
村
原
地
区
〕

新
た
な
整
備
計
画
の
検
討

静
岡
県
牧
の
原

農
業
用
水
建
設
事
務
所

技
監
兼
事
業
課
長
　
岡
村
　
孝 島田（湯日）本村原　区画整理8.1ha 従前116筆を40筆

注） 枠は１期事業地区

枠は２期事業地区
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平
成
十
九
年
度
を
以
て
、
県
営
畑
総

事
業
の
一
期
事
業
が
島
田
・
金
谷
・
菊

川
地
区
を
除
き
完
了
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
土
地
改
良
施
設
を
畑
地

用
水
組
合
の
皆
さ
ん
で
、
よ
り
長
く
使

え
る
よ
う
な
維
持
管
理
を
し
て
頂
き
た

い
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
長
く
使
用
し
て
い

る
と
だ
ん
だ
ん
と
機
能
は
低
下
し
ま
す

し
、
故
障
も
お
き
て
き
ま
す
。

現
在
、
土
地
改
良
区
で
は
施
設
機
能

低
下
の
防
止
や
、
機
能
回
復
を
図
る
た

め
、
県
単
独
農
業
農
村
整
備
事
業
や
土

地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業（
補

助
事
業
）
を
活
用
し
、
施
設
機
能
維
持

の
た
め
、
補
修
整
備
す
る
こ
と
を
組
合

員
の
皆
さ
ん
に
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

＊
県
単
独
農
業
農
村
整
備
事
業
＊

県
単
事
業
の
種
類
と
し
て
は
、
次
の

八
事
業
と
な
り
ま
す
。

①
農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
、
②
安

全
施
設
、
③
区
画
整
理
、
④
農
道
、
⑤

農
地
保
全
、
⑥
施
設
用
地
整
備
、
⑦
農

業
用
用
排
水
機
械
設
備
、
⑧
特
認

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
で
、
畑
か
ん
施
設
の
修
繕
に

該
当
す
る
の
は
、『
⑦
農
業
用
用
排
水
機

械
設
備
』
と
な
り
ま
す
。（
下
表
参
照
）

＊
土
地
改
良
施
設

維
持
管
理
適
正
化
事
業
＊

次
に
、
維
持
管
理
適
正
化
事
業
で
す

が
、
こ
の
事
業
目
的
は
、
県
単
事
業
と

は
異
な
り
ま
し
て
、
施
設
の
機
能
の
保

持
と
耐
用
年
数
の
確
保
に
資
す
る
。

こ
れ
は
機
械
器
具
な
ど
、
今
の
性
能

を
保
持
し
、
延
命
措
置
を
図
る
た
め
の

整
備
補
修
を
行
う
も
の
で
す
。

壊
れ
た
の
で
補
修
す
る
も
の
で
は
な

く
、
耐
用
年
数
が
来
る
の
で
そ
ろ
そ
ろ

準
備
を
し
、
計
画
的
に
整
備
補
修
を
し

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
事
業
の
要
件
は
、
左
表
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
土
地
改
良
区
管
理
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
の
た
め
に
… 

＊
県
単
独
農
業
農
村
整
備
事
業
と
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
の
紹
介
＊ 

国
営
、
県
営
土
地
改
良
財
産
の
原
形

に
変
更
を
及
ぼ
す
様
な
工
事
を
行
う
場

合
は
、
改
築
・
追
加
工
事
等
申
請
手
続

き
が
、
ま
た
、
他
の
目
的
に
使
用
す
る

場
合
は
、
他
目
的
使
用
等
申
請
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
参
考
例
】

○
国
、
県
、
市
が
施
工
す
る
建
設
工
事

（
道
路
建
設
等
）
に
伴
い
、
国
営
、

県
営
幹
支
線
水
路
を
移
設
、
ま
た
は

横
断
す
る
よ
う
な
場
合
。

○
受
益
地
内
に
県
営
管
水
路
施
設
（
給

水
栓
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
を
含
む
）

を
設
置
さ
れ
て
い
る
組
合
員
で
茶
園

改
植
等
に
よ
り
施
設
を
移
設
し
た

り
、
改
良
を
加
え
よ
う
と
す
る
場
合
。

○
国
営
、
県
営
財
産
敷
地
に
電
柱
、
水

道
管
等
の
工
作
物
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
場
合
、
又
そ
の
契
約
を
更
新
す

る
場
合
。

（
土
地
改
良
財
産
の
本
来
の
用
途
、

目
的
を
妨
げ
る
も
の
で
な
い
場
合
に

限
る
。）

施
設
に
変
更
を 

　
加
え
る
時
な
ど
は
… 

改
築
・
追
加
工
事
及
び

他
目
的
使
用
申
請
に
つ
い
て

この事業は、茶農家の要望に対応し、きめ細やかな整備の実
施により、少ない費用と短期間で使い勝手の良い畑にし、流動
化を促進することを目的とした事業です。
本年度から、更に次の作業内容が認められました。
①ほ場乗り入れ工の設置
②耕作道、枕地の設置
③畝方向の変更　ほか
詳しくは、土地改良区又は農林事務所、各市役所にお問い合

わせ下さい。

お知らせ　枕地工や畝変更工も可能に！
県単独担い手育成基盤整備特別対策事業の拡充

77777777777777777777777777777777777777

77777777777777777777777777777777777777

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

改築・追加工事、他目的使用等手続きの流れ 

申
　
請
　
者 

関
東
農
政
局
長 

（
国
営
施
設
管
理
委
託
者
） 

土
地
改
良
区 

（
国
営
施
設
管
理
受
託
者
） 

（
県
営
施
設
譲
与
受
託
者
） 

県
　
知
　
事 

（
国
営
施
設
‥
‥
‥
経
由
） 

（
県
営
施
設
‥
‥
‥
承
認
） 

申請 申請 進達 

申請 
（契約締結） 

通知 

承認 承認 

承認 

※点線部分については、県営施設に関する手続 

県単独農業農村整備事業

対象施設　土地改良区が管理するかんがい施設（用排水
機・電気設備・ゲート・パイプライン 等）
の改修工事

受益面積　5ヘクタール以上

事 業 費　50万円以上　200万円未満

補 助 率　県：1／3・地元：2／3

土地改良施設維持管理適正化事業

目　　的　施設の機能保持、耐用年数の確保

対象施設　ポンプ・モーターのオーバーホール
ゲートや圧力タンク等の塗装
機械等の部品交換、用水路の補修 等

事 業 費　200万円以上
※事務費として事業費の1.5％を負担

◎向こう5年間の間に整備補修を行うために必要な経
費の一部必要な経費の一部（事業費の3割）を5年
間均等に積立てる。
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“農地転用”や“組合員資格の変更”などの場合は改良区の手続きを…
※届出書は土地改良区のホームページからダウンロードできます※

農地を転用する場合は
改良区に連絡を

年金受給 年金受給 

農地を転用 農地を転用 

農地を売買 農地を売買 
牧之原畑総事業の受益地を農地

以外に転用する場合には、農振農

用地区域の除外認可を受けた上

で、土地改良区への農地転用手続

きが必要です。

この転用手続きを行わないと、

農地法第４条及び第５条の申請をする際に

土地改良区が交付する意見書が添付されな

いため農地法が許可になりません。

受益地の転用をされる場合は、必ず土地

改良区・業務課までご相談ください。

公共事業による転用も
改良区との協議が必要です

公共事業によって受益地が転用され

る場合があります。

事例として、国・県・市道の新設・

拡張や公共施設の建設等に受益地を農

地転用する事がありますが、この場合、

公共事業では農業委員会への転用申請

が免除されるため、土地改良区への協議が提出

されない事があります。

組合員の皆様に公共事業による用地買収等の

話があった際は、畑総事業の受益地である旨を

伝えて頂き、併せて土地改良区へ農地転用の協

議をしてください。

決済金単価の改正について 農地転用決済金は譲渡費用と認められます

農地転用決済は、受益農地の農地以外の用途

への転用による受益面積減に伴う、残存受益農

地（組合員）の負担増の解消のため、即ち公平

な負担を保持するために設けられていますの

で、転用決済について、是非ご理解、ご協力を

お願いいたします。

今回の単価改正要因は、県営事業借入金及び

国営事業地元負担金の決済金対象額の変更によ

るもので、改正単価は、各地区とも総体的に下

がりました。

平成20年４月１日より適用となります。

土地を売却された際に土地改良区へ支払われた決

済金は、一定の要件を満たす場合は譲渡費用として

認められることとなりました。

税務署にて手続きをすれば、所得税が減額される

場合があります。

詳しくは、税務署の資産課税（担当）部門にお尋

ねください。

組合員資格得喪通知書の提出について

組合員資格に変更を生じた場合は、土地改良法第

43条の規定に基づき、組合員資格得喪通知書を速や

かに土地改良区に提出することになっております。

土地改良区では、組合員から提出される通知書に

より、土地原簿の修正をしていることから、この手

続きをされませんと、賦課金などが変更前の組合員

に賦課されたり、経営移譲年金受給の際に確認書類

の証明ができなくなります。

＊得喪通知書の提出が必要な場合とは＊

◎経営移譲年金を受給するとき

◎農地の売買、贈与、交換など

所有権を移転したとき

◎農地を農地以外に変更するとき（農地転用）

なお、通知書は土地改良区に用意してありますが、

土地改良区ホームページからもダウンロードできま

すのでご利用ください。
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賦課金の納入のお願い

特別賦課金は、９月末日に口座より引

き落としいたしますので、必ず口座に賦

課金額を納入されますようお願いいたし

ます。

もし口座引き落としされない場合は、

振込による方法となり、振込手数料が掛

かることとなりますのでご注意ください。

繰上償還するには

毎年９月初旬に、特別賦課金（工事負

担金）を賦課しておりますが、組合等の

希望により繰上償還を行う事が出来ます。

つきましては申請書に記入の上、土地

改良区へ提出してください。

なお、一部出来ない場合もありますの

で、必ず問い合わせの上、提出されます

ようお願いします。

当該年度の申請締め切りは、毎年６月

末日までとなっております。

特別賦課金について

加入申込は期限内にお願いします

土地改良区では、組合員の皆さんの突発的維持管理費負担
への備えから、保険会社と交渉を行い、用水組合及び水利用
工区向けに施設管理保険を創設しました。
申込方法は、毎年３月初旬に関係資料を組合長さん宛へ郵

送連絡し、加入希望の組合には３月下旬までに申込書と掛金
を土地改良区に振り込んで頂くこととしておりますので、申
込期限を守るようにお願いします。
期限を過ぎると加入できませんので注意してください。

施設管理事故の報告はお早めに！

畑地用水施設で適正な管理をしていて、事故が発生した場
合、通常では管理組合に修理をお願いすることとなりますが、
施設保険に加入している場合で、保険請求をしようとすると
きは、まず事故報告が必要となります。
その場合、なるべく早めに土地改良区へ報告してください。
報告が遅れますと、折角の保険金が受けられなくなること

もありますので注意してください。
なお、報告には下記のものが必要となります。
①いつ（事故の日時）・どこで・何が・どうなったか等を整理した報告書
②事故状況のわかる写真
③損害額（修理の見積書）

詳しくは、改良区・管理課までご連絡ください。

施設管理保険　加入申込と保険の請求について

,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,

,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,

,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,

,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,

今回で第２回を迎える牧之原用水施設の紹介シリーズ。第２
弾は『川口取水工』です。
川口取水工とは、一言で言えば人間の口にあたる部分の施設

で、牧之原農業用水の飲み口となる施設です。
牧之原農業用水の水源である長島ダムから流れてきた水は一

度中部電力㈱の川口発電所で水力発電に利用され、取水庭と呼
ばれる貯水池に流れ込みます。ここで、農業用水になる水や水
道水になる水、はたまた工業用水として使われる水へと分かれ
ることになります。
言わば、運命の分かれ道です。
牧之原農業用水へと選ばれた水は、川口取水工にある取水ゲ

ートを通り、山の中を通してある6.6ｋｍもの長さのトンネル
の中を延々と流れて、前回号で紹介した牧之原揚水機場（ポン
プ場）へと辿り着くわけです。
川口取水工には、通常時、取水庭から水を取るゲートのほか

緊急時に大井川の本川からも水を取ることのできる、予備取水
ゲートも備えてあり、二段構えの施設となっているのです。こ
れには二刀流で有名な宮本武蔵もびっくりです。
１年・365日、いかなる時も安心・安定した水の取水ができ

るのも、この川口取水工のおかげなのです。

▲
蜻川口取水工

牧之原用水施設の紹介　シリーズ第2弾

～ 川 口 取 水 工 ～
川口取水工は牧之原農業用水の飲み口迴
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こ
の
度
、
長
年
に
亘
る
土
地
改
良
事

業
推
進
の
尽
力
と
功
績
に
対
し
、
和
田

秀
雄
理
事
長
に
栄
え
あ
る
農
林
水
産
大

臣
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
和
田
理
事
長
ご
本
人

の
功
績
は
云
う
に
及
ば
ず
、
牧
之
原
地

区
の
組
合
員
が
、
全
国
的
に
も
希
な
大

規
模
畑
総
事
業
に
取
り
組
ん
だ
実
績
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

紅
林
啓
美
副
理
事
長
、
落
合
敏
夫
総

括
監
事
、

杉
田
隆
理

事
に
、
静

岡
県
土
地

改
良
事
業

団
体
連
合

会
総
会
に

お
い
て
、

柳
沢
伯
夫

会
長
か
ら
、

事
業
推
進
へ
の
功
績
に
対
し
、
功
労
者

表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
三
月
、
寺
田
益
男
参
事
が
、
全

土
連
表
彰
式
に
お
い
て
、
多
年
の
功
績

が
評
価
さ
れ
、
全
国
土
地
改
良
功
労
者

表
彰
（
職
員
の
部
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

優
良
表
彰
組
合
の
紹
介 

平
成
十
九
年
度
通
常
総
代
会
に
於
い

て
、
二
用
水
組
合
が
理
事
長
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
中
の
掛
川
地
区
・
中

平
畑
地
用
水
組
合
の
紹
介
を
し
ま
す
。

中
平
畑
地
用
水
組
合

（
掛
川
市
日
坂
地
区
）

中
平
畑
地
用
水
組
合
は
、
掛
川
バ
イ

パ
ス
北
側
付
近
で
小
夜
の
中
山
ト
ン
ネ

ル
の
西
側
に
位
置
す
る
茶
園
を
受
益
地

と
し
て
、
平
成
四
年
九
月
十
一
日
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
組
合
は
、
組
合
長
外
三
名
、
及

び
監
事
二
名
の
役
員
六
名
と
、
組
合
員

十
名
体
制
で
組
織
し
て
い
ま
す
。

受
益
面
積
は
約
二
十
二
㌶
内
、
第
一

ス
テ
ー
ジ
施
設
（
給
水
ス
タ
ン
ド
）
約

七
㌶
、
第
二
ス
テ
ー
ジ
施
設
（
給
水
栓
）

約
十
㌶
、
第
三
ス
テ
ー
ジ
施
設
（
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
）
約
五
㌶
が
設
置
さ
れ
、

第
三
ス
テ
ー
ジ
の
内
、
一
㌶
は
凍
霜
害

対
応
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
多
様
な
施
設
で
構
成

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
各
組
合
員
は
各

施
設
の
特
性
を
生
か
し
た
有
効
な
「
水
」

利
用
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
組
合
員

一
丸
と
な
っ
た
適
正
な
維
持
管
理
の
も

と
茶
園
経
営
を
営
ん
で
い
ま
す
。

和
田
理
事
長
に

農
林
水
産
大
臣
賞
が

柳
沢
県
土
連
会
長
か
ら

三
氏
に
功
労
者
表
彰
が

全
土
連

土
地
改
良
功
労
者
表
彰
受
賞

○
牧
之
原
市
菅
山
原
地
区
は
…

茶
業
が
盛
ん
な
地
域
で
す
が
、
近
年
、

集
落
全
体
の
高
齢
化
が
進
み
、
農
家
の

方
だ
け
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
な
ど
の
農
業

用
施
設
を
維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と
が

困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
」
に
よ
り
…

そ
こ
で
、
本
地
域
で
は
地
域
ぐ
る
み

で
四
十
五
㌶
の
茶
畑
な
ど
を
守
る
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
活
動
の
内
容
は
右
写

真
の
と
お
り
ポ
ン
プ
場
周
辺
の
草
刈
り

や
施
設
の
補
修
な
ど
で
す
。

○
施
設
の
寿
命
が

延
び
、
管
理
が

減
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
で
、
施

設
の
長
寿
命
化
や
、

地
域
に
住
む
色
々
な

人
た
ち
の
交
流
に
よ

り
地
域
が
活
性
化
す

る
な
ど
様
々
な
効
果

を
与
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
定
の
作
業

を
行
え
ば
、
畑
地
だ

と
一
㌶
あ
た
り
二
万

八
千
円
が
助
成
さ
れ

ま
す
。
こ
の
活
動
を

ファームポンド周辺の草刈り

〜
防
霜
フ
ァ
ン
や
給
水
栓
の
補
修
費
用
も
助
成
の
対
象
〜

「
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
事
業
」

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
と
い
う
方
な

ど
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
左
記
事
務

所
ま
た
は
お
近
く
の
市
町
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
静
岡
県
牧
の
原

農
業
用
水
建
設
事
務
所

℡
０
５
３
７
│
３
６
│
６
５
１
９

※
事
業
の
愛
称
募
集
を
し
て
い
ま
す

（
一
）
応
募
方
法
①
愛
称
名
②
愛
称
の

意
味
又
は
理
由
③
応
募
者
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
及
び
電
話
番
号
を
記

載
の
上
、
電
子
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵

送
又
は
持
参
に
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

（
二
）
募
集
期
間
　
六
月
二
十
日
〜
八

月
十
五
日
ま
で

詳
し
く
は
静
岡
県
農
地
保
全
室
Ｈ
Ｐ
ま
で

フェンスのペンキ塗り フェンスのペンキ塗り 


